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57年
町のようす （） 内I~ 総 人口 男 女 転入 転出 出生死亡 世帯数
3月1日現在 対前月比 18.968(+ 5) 8.962(-8) 10.006(+13) 51 44 8 10 5.090( + 8) 
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国
市
湖
町
年

き

昨
年
ロ
月

ω日
に
県
よ
り
市
町
村
に

自
慢
面
積
の
配
分
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
は
、
北
海
道
・
東
北
等
少
中
心
と

し
て
、
風
水
害
・
低
温
等
の
彼
害
が
発

生
し
、

2
年
続
き
の
災
害
を
被
っ
た
と

い
う
実
情
と
米
の
売
却
操
作
等
に
配
慮

し
つ
つ
、
転
作
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
、
昭
和
日
年
度
の
転
作
等
目
標
面

積
を
同
年
と
同
様
、
2
7
7
・
5
M
の

水
田
利
用
再
制
対
策
は
、
米
の
過
剰

と
い
う
事
態
に
対
し
て
、
食
生
活
に
お

け
る
米
の
消
費
拡
大
会
薙
進
し
な
が
ら

他
方
に
お
い
て
米
か
ら
不
足
農
産
物
へ

の
転
換
を
進
め
、
総
合
的
な
食
描
自
給

力
の
向
上
を
図
リ
、
水
聞
の
高
い
生
産

力
を
活
用
し
た
生
産
拡
大
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
農
業
生
産
の
中
骸
的
組
い

手
へ
の
水
田
利
用
の
集
積
と
そ
の
高
度

化
を
促
進
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
日
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
米
の
過
剰
傾
向
は
解
消
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
第
2
期
に
入
っ
て
’
長
急
避

難
的
件
搭
を
脱
し
て
い
な
い
所
も
あ
り
、

計
画
性
と
収
益
性
会
』
考
慮
に
入
れ
た
転

作
社
闘
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

転

作

等

目
標
面
積
の
配
分

底
堅
細
川

U

配
分
が
あ
り
ま
し
子
、

ま
た
、
奨
励
補
助
金
、
制
度
等
は
、

第
2
期
対
策
の
期
間
中
原
則
と
し
て
こ

れ
を
固
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
草
す
。

し
て
み
ま
せ
ん
か

奇
利
怠
騒
作

転
作
を
生
か
す
三
つ
の
要
δ

…

・
第
一
の
要
点

田
畑
転
換

（回
し
作
り
）
を
し
ま
し

b

品、「，
，。
①
畑
地
に
し
て
、
池
肥
や
わ
ら
な

ど
十
分
地
す
と
土
が
肥
え
て
き

ま
す
。
ま
た
、
大
豆
や
一旦
科
の

牧
草
多
作
っ
た
場
合
も
地
力
が

培
、
え
ま
す
。

m京
国
を
固
と
畑
の
室
主
利
用
し

て
い
る
と
雑
草
が
少
な
く
な
リ

ま
す
。

③
畑
作
物
の
連
作
障
害
が
な
く
な

り
ま
す
。

・
第
二
の
要
点

集
団
化
多
推
進
し
ま
し
ょ
・
7
0

m商
聞
の
水
田
か
ら
の
浸
水
が
な

〈
、
地
下
水
位
も
下
が
る
の
で

排
水
が
よ
く
な
り
、
湿
害
も
な

く
な
り
ま
す
。

所遊
間
械
が
効
率
よ
く
使
用
で
き
‘

低
い
コ
ス
ト
で
生
産
性
の
高
い

転
作
が
可
能
で
す
。

①
奨
励
金
の
恩
典
が
あ
り
ま
す
の

転作奨励金

｜基5ふ＝1
計画加算金定着化加算

「計画加算地区｜出oo~I 7州 ｜ 7,000円！”，900円

・集回転作→ 団地ft加算金

し団地化加算也国I7 .900円 ！日，000円 ｜川附

’f 
54,000円

麦・大豆・飼料作物などの例(IOアール当たり）

体
げ車t

e

フ
. ．，、

※
基
本
額
・
計
画
加
算
．執
は
、

町
平
均
で
す
。

出航
定
rM
化

・
団
地
化
加
算
金
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施

さ
れ
た
箇
所
の
み
六
件
付
。

－
第
三
の
要
点

二
毛
作
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
二
毛
作
を
す
る
と
所
得
が
柄
、ぇ

ま
す
。

集
回
転
作
箇
所
で
二
毛
作
を

し、

一
定
の
要
件
多
義
た
せ
ば
、

土
地
高
度
利
用
促
進
奨
励
補
助

金
（
県
補
助
）
が
凶
ア
ー
ル
当
た

り
5
千
円
上
乗
せ
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
町
で
は
、
麦
を
初
ア

ー
ル
以
上
耕
作
さ
れ
た
方
が
そ

の
後
、
大
豆
を
作
付
け
出
荷
さ

れ
た
場
合
に

ωア
ー
ル
当
た
り

2
千
円
多
長
V
A

付
い
た
し
ま
す
v

②
土
が
膨
軟
に
な
リ
、
耕
運
作
業

－v．，．v
・v・v・－－－v
・v・v・v・－，．va－v・v・v・v・－v・v・－，．V
？・v・v・－－－v
・v・v・－，．v
・v・－
－

。
農
業
機
械
の
僚
準
料
金
に
つ
い
て

は
耕
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
2
訓

以
内
の
地
減
が
で
き
ま
す
。

。
作
業
時
間

午
前
7
時
初
分
か
ら
午
後
5
時
ぬ
分

ま
で
、
経
食
時
間
は
1
時
間
、
休品川叫

時
間
午
前、

午
後
と
’
冬
初
分

。
時
間
超
過
賃
金

1
時
間
当
た
り

男
8
3
0円

女
6
6
0円

。
賄
い
は
で
き
る
だ
け
簡
素
に
し
て

男
女
と
も
5
0
0円
程
度
と
す
る
。

今
年
の
農
作
業
の

標
準
賃
金
？

標
準
料
金
ふ

今
年
の
農
作
業
賃
金
と
農
業
機
械
標

識
料
金
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

。
雇
用
労
働
賃
金

。
一
日
当
た
り
の
農
作
業
賃
金

m力
6
、
0
0
0円

女
4
、
5
0
0円

が
し
や
す
く
、
排
水
も
よ
く
な

る
な
ど
、
畑
地
化
が
進
み
ま
す
。

③
一
作
で
放
置
す
る
よ
り
、
二
毛

作
b
vす
る
と
雑
草
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
要
点
を
総
合
的
に

生
か
し
、
ど
う
せ
や
る
な
ら
米
作
り
以

上
の
所
得
の
あ
る
転
作
を
し
、
限
ら
れ

た
水
田
房
長
向
率
よ
く
利
用
す
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
進
む
べ
き
方
向
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(2) 

（農業機械10a当り様準料金）
債償 栂自供 科金 嫡 司長

4再起伺み 9.奴）（）Jq

品書道健 納起・代ゐ・~ II. 7001可

糾起・貴~＜・｝
13.200円代かき

鱗起のみ 6.400f'J 

トラクター 仕4再起上かり 12.300f'l Ifまで

ti作作震の紛起の・ r釧t也M斜O内金含むら畦立て唱在地主で 9.:JOO円

凶紙，a 6.似＞oPJ情動M含まず

コンパイン 16.S似JJlJ賓の刈取リもl•1 tA 

防除作車 蜘 14ホース倣j¥;

γイ貨危布 100111 l袋（20ki:l当。J
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選
法
俊
寛

学

生

の

住
所
と
選
挙
権

学
校
所
作
地
の
策
、
下
街
、
ア
パ
ー

ト
等
に
あ
っ
て
修
学
す
る
写
生
の
公
職

選
挙
法
上
の
住
所
は．

川

郷
里
に
女
イ
が
あ
る
。

ω
郷
里
に
管
理
す
べ
き
財
産
が
あ
る

等
の
特
別
の
事
怖
が
な
い
限
り
、
そ
の

修
学
地
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
実
態
を
み
る
と
住

民
家
が
住
所
地
に
修
さ
れ
ず
、
な
お
郷

史
に
罰
い
た
ま
ま
修
学
し
て
い
る
例
が

多
く
見
、
つ
け
ら
れ
ま
す
v

こ
の
場
合
、
そ
の
学
牛
に
つ
い
て
は
、

報… … …… あ－一広

選
挙
権
の
欠
絡
事
由
に
該
当
し
、
枝
川
ボ

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「せ
っ
か
く
投
禁
し
よ
う
と
思
っ
て

き
た
の
に
・・・：・
じ

こ
う
し
た
・
｝
と
が
な
い
た
め
に
も
、

み
な
さ
ん
の
家
紋
等
で
学
生
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
修
学
地
の
方
へ
住
民

家
を
移
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
朝
日
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
宮
3
1
1
1
0
0内

線
日
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
の
保
険
料

4
月
か
ら
月
5
千
加
円
に

今
年
4
月
か
ら
‘
国
民
年
金
の
定
制

保
険
料
は
、

一
ヵ
月
4
下
湖
円
か
ら
5

千

m円
に
上
が
り
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
棚
円
の
ま
ま

で
、
定
額
保
険
料
と
合
わ
せ
て
一
ヵ
月

5
千
仰
円
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
引
き
上
げ
の
型
由
の

一
つ

は
、
現
ル
似
の
年
金
水
慨
を
維
持
す
る
た

め
に
、
定
額
保
険
料
は
月
9
千
円
山
何

度
の
負
拘
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
が
、

加
入
者
の
急
激
な
負
拘
明
を
さ
け
る
た

め
毎
年
若
干
ず
つ
引
き
上
げ
る
こ
と
と

さ
れ
、
今
年
は
月
制
問
の
引
き
上
げ
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

む
つ

一
つ
は
、
年
金
額
が
物
価
上
昇

に
よ
っ
て
目
減
り
し
な
い
よ
う
に

「物

固
定
資
産
禄
税
台
恨
の
縦
覧

（税務際だより

昭
和
訂
年
度
固
定
資
燦
M
刊

紙
課
の
総
本
と
な
る
土
地
・

家
保

・
償
却
資
産
の
評
価
制
聞

が
党
載
し
て
あ
る
川
忘
れ
H
I
m

諜
統
計
帳
を
、
次
の
日
科
に

よ
り
関
係
朽
の
縦
覧
に
供
し

価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
取
り
入
れ
ら
れ

昨
年
は
7
・
8
%
の
年
余
訊
引
き
上
げ

が
あ
リ
、
こ
れ
に
見
合
っ
て
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

聞
の
負
仰
を
大
叫
に
ふ
や
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
加
入
さ
れ
て
い
る

方
の
保
険
料
の
負
判
も
、
少
し
ず
つ
ふ

え
て
い
く
こ
と
い
な
る
わ
け
で
す
ω

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
年
を
と

っ
た
り
、
障
害
者
や
母
子
窒
庭
な
ど
に

な
っ
た
と
き
に
年
金
を
ヲ
け
て
、

生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
ψ

保
険
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
に
、
卜
分
ご
悶司解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

E
2
2
2
2
2
2
22
2
2
2
2
4
 

一年
金
相
懇
話
開
催

…

7

・3月ゆ
日
（
金）

同

一

午
前
9
時
犯
分
t
F
午
後
3
時

一

一
．
朝
日
町
商
工
会

叫

p
i
2
2
3
2
3
2
3
22
2
2＆
 

4
月
1
日
1

4
月
刊
日

ま
す
の
で、

期
間
中
に
縦
覧
さ
れ
ま
す

よ
‘ワ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
縦
覧
の
場
所

朝
日
町
役
場
校
務
課

V
縦
覧
の
期
間

4
月
l
日
か
ら
4
月
初
日
ま
で

V
異
議
の
申
し
立
て

4
川
l
H
か
ら
4
H川
初
日
ま
で

…

県
で
は
、
観
光

2山
県
を
強
力
に

日
イ
メ
ー
ジ
付
け
る
た
め
の
、
キ
ヤ

ソ
チ

…
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

仏

こ
れ
は、

今
後
の
観
光
宣
伝
に
継
続

…
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
〈

日
の
観
光
客
の
誘
客
を
図
ろ
7
と
い
う
も

…
の
で
あ
リ
、
多
数
の
応
募
を
お
願
い
し

日
＃骨す
。

…

な
お
、
募
集
要
領
は
次
の
と
お
り
で

日
す
。

…

l
、
観
光
富
山
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ

仏

わ
し
い
も
の
で
、
簡
潔
、
明
瞭
に

…

表
現
し
た
も
の
。

一

2
、
官
製
は
が
き
を
使
用
し
、

l
枚

…

l
点、

l
人
何
枚
応
募
し
て
も
よ

M

L
 

…

3
、
未
発
表
的
創
作
に
限
る
。

日

4
、
は
が
き
に
は
、
住
所
、

r
l；
j
 

昭
和
計
年
伎
は
、
法
悦
昨
年
伎
に
あ
た

リ
ま
す
の
で
、
凶

・
畑
・

毛
地
・
山
林
・

そ
の
他
の
土
地
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

引
さ
トし
げ
に
な
勺
て
い
ま
す
。
家
保
に

つ
い
て
は、

一
総
本
山
一
・不
Mmで
不
均
衡

が
生
じ
た
も
の
に
つ

い
て
は
引
き
上
げ

に
弘
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
附
利
回
年

中
に
、
新
－

m築
・
取
り
壊
し
及
び
‘

ム川口

・
蛸
ワ
等
、
終
動
が
あ
っ
た
州
場
合

は
倒
的
が
変
犯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年齢
附

職
業

（

2
の
場
合
は

…

ハ子校
名
、
宇
年
）
屯
話
番
H

す
を
μn
H

M

く
こ
と
。

…

5
、
送
付
先
は
、
富
山
市
新
総出
m倫

小

ー
の
7

（〒
蜘
）
高
山
県
観
光
物

…

産
課
内

「高
山
県
鋭
光
キ
ャ
ッ
チ

日

フ
レ
ー
ズ
」
係
。

…

6
、
締
切
日
昭
和
計
年
3
月
初
日

仏

（土
）
ま
で
に
必
者

…

7
．
最
優
秀
作
品

1
点
5
万
円

仏

優
秀
作
口
即
日
点
各
5
千
円

…

8
、
入
選
作
品
は
、
昭
和
引
年
4
月

一

中
旬
に
発
表
。
入
選
者
に
は
通
知

…

す
る
。

日

9
2要
領
は
役
場
産
業
観
光

…

係

（宮
3
｜

1
1
0
0内
線
日
）
日

に
あ
り
ま
す
。

…

県
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

氏
名
、

(3) 
qunむ
唱
l
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泊
海
岸
の
中
心
を
な
す
大
U

肢
は
、
朝

日
町
の
中
で
も
山
く
に
誕
生
し
た
村
だ

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
仏
核
に
よ
れ
ば
、
昔
、
前
波
と
呼
ば

れ
荒
れ
野
だ
っ
た
刷
、
ひ
と
リ
の
人
が

こ
の
地
の
開
桁
を
始
め
た
。
そ
し
て
民

緋
の
た
め
に
、
森
か
ら
秋
の
収
純
ま
で

の
半
年
間
居
住
す
る
小
記
を
作
り
、

生

活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
小
阪
を
凹
家
と
い

っ

た
。

郷
土
の
伝
説

西

さ報…………あ

こ
の
田
家
の
呼
名
が
後

世
に
大
医
と
啓
か
れ
、
呼

ば
れ
る
よ
・
7
に
な
り
部
治

も
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
。

昭
和
詑
年
大
腿
海
岸
よ

り
発
見
さ
れ
た
字
以
時
代

の
須
町
仙
の

M
や
器
は
、
こ

の
時
代
に
す
で
に
上
層
階

級
の
人
々
の
情
住
を
証
明

し
て
お
り
、
そ
の
広
が
り

か
ら
入
普
町
の

「じ
よ
う

べ
の
ま
」

遺
跡
と
の
相
似

を
に
お
わ
せ
て
い
る
。

一広

(72) 

大
屋
の
国
家

東

O
大
屋

｜
泊

o

ま
た
、
附
初
日
持
年
に
は
地
下
2
m
か

．つ
h
…HV削
れ
凡

X
L
平

b

、k，
川
恥
ト
除

hrmk円
A
L
小
レ
－

a

．，
 
．．．
 
山．
，，．，A
e
v
，．E宮
zf

A

a

t
u
”t
vu
！’・
a

，b
ve

－－盆，1

，．、

川
械
の
二
十
数
株
の
聞
役
林
も
発
見
さ

れ
て
い
る
。

写
真
l立
大
慶
奈
出
良
土B寺 A

代 w

σコ
ま平手

園
保
だ
よ
り

国
保
税
は

ち
ゃ
ん
と

納
め
て
い
ま
す
か
？

〈
国
保
税
は
国
保
の
大
切
怠
財
源
で

ザ〉同
保
は
み
ん
な
が
出
し
介
っ
た
お
全

〔阿
保
税
〕
で
附
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

刺
H
町
の
同
保
は
火
の
中
、
み
ん
な
が

使
う
医
療
代
は

〔制
保
悦
〕
だ
け
で
は

足
リ
ず
、

川
や
町
の
補
助
を
加
え
て
や

っ
と
支
払
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
υ

あ
な
た
の
支
払
う
〔
凶
似
校
〕
が
な

け
れ
ば
刺
日
町
の
凶
似
は
逆
併
し
て
’打

け
ま
せ
ん
“

〈
国
保
税
を
早
く
納
め
る
こ
と
は
、

あ
怠
た
の
穫
務
で
す
〉

〔同
川休校
〕
は
7
川

・
9
川
－H
川－

l
川
が
納
期
心
納
付
が
巡
れ
る
と
叫也市

令
が
採
さ
れ
た
り
、
消
納
処
分
を
交
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
犯
に
滞
納
が
続

け
ば
刺
U
町
の
同
似
の
他
の
加
入
計
に

余
分
な
れ
刊
を
れ
わ
せ
た
り
ま
た

納
付
本
が
低
い
と
凶
の
補
助
余
が
減
ら

さ
れ
る
な
ど
、
み
ん
な
に
峰
山
却
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
い

〔川
川体制悦
〕
は

必
ず
納
則
内
に
納
め
て
く
ど
き
い
ゆ

〔
凶
似
悦
〕
を
納
め
る
こ
と
は
あ
な

た
の
日
以
も
大
切
な
つ
と
め
で
す
ν

O〔
削
保
悦
〕
健
康
家
映
の
安
心
料

国
保
税
は

高
い
で
し
ょ
う
か
？

〈
（
国
保
税
】
は
あ
怠
た
が
国
保
か

ら
受
け
る
お
金
に
比
べ
る
と
は
る
か
巳

低
い
〉あ
な
た
は
ど
れ
位
必
医
者
さ
ん
に
か

か
り
ま
す
か
。
昭
和
田
年
度
で
は
凶
民

の
一
一
間
の
医
療
代
は
ヂ
均
l
u
M
6
f
川

を
館
、え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
ゃ
あ
な
た
の
家
紋
に
凶
保
が

立
払
っ
て
い
る
代
用
は
、
平
均
で
年
間

n
M以
上
で
そ
れ
に
付
し
て
〔川
保
悦
〕

は
平
均
8
M
6
下
円
で
す
”
川
保
に
は
、

み
ん
な
が
納
め
て
い
る

〔川
似
税
〕
の

2
M近
く
の
われ
金
が
凶
か
ら
補
助
さ
れ

て
い
る
の
で
す
ら

〔凶削除
Mm〕
は
年
々

いけ川くな
ゥ
て
い
ま
す
が
、
川
川
怖
が
あ
な

た
に
主
払
勺
て
い
る
代
川
に
比
べ
て
も
、

ま
た
、
い
き
病
気
と
い
・
7
州
場
介
の
備
え

と
し
て
も
決
し
て
向
く
な
い
は
ず
で
す
，

1¥'Pi普｜｜医療費

~＠®老

qXMunJι 

松
倉
健
三
氏
逝
去

(4) 

町
議
会
議
員

判
H
町
議
会
淡
い
川
の
松
へれ帥時
三
氏

は
2
け
お
日
午
前
、
逝
去
さ
れ
ま
し

た
v松

へ
れ
健
二一
氏
は
、
附
利
引
年
uo
け

以
米
、
速
い
杭
4
則
、
判
日
間
淡
会
淡

い
ハ
と
し
て
、
町
政
荒
川
吹
に
以
、
力
さ
れ
、

多
大
な
功
制
を
伐
さ
れ
ま
し
た
”

こ
こ
に
位
人
の
出
総
を
偲
び
、
持

し
ん
で
－
－U
（
削
を
お
祈
り
山
中
し
上
げ

ま
す
》

泊
病
院
小
児
科
設
置

4
月
1
日
よ
り
診
療
開
始

泊
病
院
で
は
、
総
合
医
療
機
関
と
し

て
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
4

H
1
日
（本
）か
ら
小
児
科
の
診
療
を
開

始
い
た
し
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
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毎
日
が
防
火
デ

l
で
す
ぼ
く
の
家

さ

今
年
に
入
勺
て
わ
ず
か

の
川
に
火
災
が
多
発
｜
ぺ

非
常
に
愛
隠
す
べ
き
が
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災

の
先
生
版
刷
は
じ
よ
勺
と

し
た
．
小
校
立
に
よ
る
も
の

が
多
く
な
勺
て
い
ま
す
匂

特
に
こ
れ
か
ら
は
乍
%

が
奥
山
川
に
乾
燥
し
て
品川風

が
吹
く
・
』
と
が
多
い
－
h

と

か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す

く
、
ま
た
い

っ
た
ん
火
災
が
発
生
す
れ

ば
急
沈
に
延
焼
紘
大
し
て
大
火
と
な
る

危
険
性
が
き
わ
め
て
大
き
い
時
期
に
あ

た
り
、
火
災
発
中
と
人
命
山
川
町
川
肋
小
H
．を

日
的
と
し
て
災
地
さ
れ
る
も
の
で
す
。

O
た
ば
こ
の

「役
げ
伶
て
」
や

J
U
似た

ば
こ
」
を
し
な
い
。

o
um外
で
火
を
焼
や
す
と
き
は
、

（春の全国火災予防運動 ）
3月20日から26日まで

ひ－…ー一歩3I 9 ~ ・ あ報一

，必
ず

消
防
団
春
季
演
習

・・広

朝
日
町
消
防
同
の
が
季
泌
刊
を
次
の

要
町
似
て
実
地
し
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す
の
で
火
災
と
問
迅
わ
な
い
で
く
だ
さ

、。
－L
V
 O
期
日

O
場
所

0
時
間

3
H月
初
H
（火
）

制
日
町
全
焼

午
前
7
時

午
前
8
時
1
午
前
ロ
時

（消
防
車
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
音
）

消
防
料
へ
述
給
す
る
ら

o
t
人
・

f
供
・
病
人
は
火
災
の
州場介

を
y
fえ
て
避
制
し
や
す
い
刈
に
出
か

せ
る
ψ

ま
た
則
川
小
｛
3
パ
初
1

3川
初
日
）

午
前
7
時
と
午
後
9
時
の

2
M火
災
チ

似
の
作
袋
サ
イ
レ
－
ノ
を
吹
川
町
し
ま
す

朝
日
町
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
の
白
か
ら

町
で
は
、

日
年
度
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

の
方
々
に
月
一
回
の
食
料
品
価
格
調
査

を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
モ
ニ
タ
ー
の
白
か
ら
率
直
な

意
見

・
希
望
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

のめ総i!t

で た説先 ... ‘ 管
しと品目 ..四竃＂・ －＂＇－－二：
たこのヴ ’曹司E’..i ：度 L、－
4守1錨，吋 瓦な・-・ , ＿＿＿ … 
j［二 月’l “z，、-z 
で週日ふ 司圃F 7夜、J
は陪1 も~ ~ ：.＿’ 
ス以調＼‘ 河 半 刀口
｜上べみ まォ ιL 
f もず入 ~ 柳 年勿
｜前 買工 ~ --

＇~ ~ ~i 為 事
じ
め
商
店
は
店
内
が
き
れ
い
に
な
り
、

尚
品
に
は
烈
店

H
Uや
添
加
物
の
ト制
限

の
よ
ぶ
が
義
務
つ
け
ら
れ
、
泊
代
行
は

安
心
し
て
口
物
で
き
る
上・
7
に
な
勺
た

こ
と
は
必
ば
し
い
・
｝
と
た
と
思
い
ま
す
，

し
か
し
、
こ
の
械
製
品
に
含
ま
れ
て
い

る
保
存
料
は
ど
ん
な
物
な
の
か
%
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

ムリル
り
山肌り
の
二
人
の
子
供
の
付
加
械
と

し
て
‘
十
件
H
の
お
や
つ
も
大
が
な
口
物

の
一
つ
で
す

必
り
坊
に
は
数
多
く
の

品
々
が
作
ん
で
は
い
ま
す
が
、
安
心
し

て
f
供
に
ら
え
ら
れ
る
物
は
わ
ず
か
し

か
あ
り
ま
せ
ん
ι

き
れ
い
に
色
付
け
し

て
あ
る
わね必

f
、
日
持
ち
の
－N
い
よ
う

に
と
保
有
料
の
含
ま
れ
て
い
る
お
来

f
、

中
に
は
炎
ぶ
さ
れ
て
い
な
い
物
も
あ
り

ま
す
ゐ
子
作
り
の
ハ
ン
、
子
作
り
の
お

菓’
f
を
と
心
が
け
て
は
い
ま
す
が
、
何

日
の
こ
と
、
や
は
り
買
わ
ざ
る
を
科
ま

せ
ん
ゆ
家
紋
の
健
康
管
患
を
ま
か
さ
れ

て
い
る
主
婦
と
し
て
、
尚
円
川
に
姐
い
関

心
と
、
き
び
し
い
日
を
持
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

電
話
料
金
の
口
座
振
替

あ
ら
か
じ
め

振
替
額
を

お
し
ら
せ
し
ま
す

1
3
月
介
電
絶
料
金
か
ら
1

屯
話
料
金
の
お
支
払
い
に
口
座
振
倖

を
ご
利
用
の
お
客
さ
ま
に
は
、
阪
金
日

泊
病
院
だ
よ
り

ア
ル
コ
ー
ル
と

肝

障
当宝
広’

欽
一
州
に
よ
っ
て
起
こ
る
別
防
%
と
し

て
は
、
脂
肪
刷
、
ア
ル
コ
ー
ル
怜
肝
炎
、

肝
制
変
が
あ
る
い

ア
ル
コ
ー
ル
掛
川
桁
肪
肝
は
、
肝
臓
に

中
性
脈
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が

過
剰
に
昨
前
納
す
る
病
れ
で
、
食
が
仰
い取

の
．1
T縦
則
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー
組
成
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
や
低
栄
美
を
作
・
7
常
現
飲

刑
符
に
発
生
し
、
自
覚
・
紅
状
は
少
な
く

肝
機
能
障
害
も
軽
度
の
－
」
と
が
多
い
が

し
円
向
皮
の
脂
肪
肝
は
肝
硬
変
に
移
行
す
る

d
包
p
d包
p
a
包
F
a包
F
a、
．f
d%
p
a

－F様、
p
a、，
d
包
？
吾
、
，
d
包
p
d
包
F
d、．
F

佳
か
ら
振
替
後
、
金
融
機
関
よ
リ

「領

収
証
書
」
で
祭
口
組
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、

3
月
分
の
屯
話
料
金
か
ら

事
前

（
l
週
間
か
ら
凶
日
前
ぐ
ら
い
）

に
阪
谷
組
を
案
内
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
案
内
の
む
法
は
、
当
月
分
の

「振
符

制
」
を
前
日
分
の

「領
収
証
書
」
と
ハ

ガ
キ
に
し
て
わ
ね
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の

た
め
領
収
書
を
必
届
け
す
る
時
期
が
従

米
に
比
べ

2
週
間
経
度
お
そ
く
な
り
ま

す
が
ご
了
益
事
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
領
収
証
書
」
を
こ
れ
ま
で
と

同
じ
時
期
に
必
要
な
方
は
電
話
局

（宮

へ
相
談
く
だ
さ
い
。

2
1
1
0
0
0｝
 

こ
と
が
あ
る

↑
般
に
脂
肪
肝
は
、
渋

桝
と
尚
夕
、
／
ハ
ク
食
の
み
で
急
速
に
治

癒
す
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
は
、
U
K
則
に
わ

た
る
大
量
飲
桝
と
質
的
量
的
に
不
完

全
な
食

φ
の
た
め
発
症
し
、
初
め
は

自
覚
症
状
に
乏
し
く
潜
行
牲
に
経
過

す
る
が
、
大
Hm飲
州
を
引
き
が
ね
と
し

て
急
に
悪
化
し
全
身
倦
怠
娘
、
食
欲
不

似
、
悪
心
、
幅
吠
や
賞
ぬ
か
表
わ
れ
て

く
る
ω

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
も
早
期
に

は
怖
心
柄
と
高
タ
ン
パ
ク
食
に
よ
り
治
癒

す
る
が
、
飲
桝
と
栄
養
障
お
が
続
く
と

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
破
変
に
進
’
付
す
る
こ

と
が
多
い

ア
ル
コ
ー
ル
件
．肝
硬
変
は
、
常
刊
中
川
過

度
飲
桝
者

（
l
日
消
柄
換
算
3
へH
以
上

の
飲
術
歴
が
叩
年
以
上
の
お
）
の
約
叩

%
に
発
紘
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ら
肝

硬
変
は
肝
障
害
の
終
末
像
で
あ
り
、
肝

性
昏
時
、
消
化
管
出
血
、
貯
制
の
合
併

な
ど
に
よ
リ
死
亡
す
る
こ
と
が
少
な
く

－
L

、。

’’d
・・以
上
の
様
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
疾

患
の
発
症
は
飲
桝
量
と
飲
柄
臆
に
相
関

し
て
わ
ね
り
、
禁
柄
と
食
事
療
法
に
よ
り

者
し
く
改
葬
さ
れ
る
。
日
頃
よ
リ
節
桝

に
こ
こ
ろ
が
け
、
欽
一
州

Hmは
1
日
消
滅

換
算
2
A
n以
上
、
ビ
ー
ル
な
ら
1
1
2

本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル

2
杯
以

下
と
し
、
官同
タ
ン
パ
ク
質
の
つ
ま
み
を

同
時
に
と
り
、
ま
た
、
週
に
少
な
く
と

も
1
日
以
上
は
消
を
飲
ま
な
い
日
を
作

る
こ
と
が
好
ま
し
い
。

(5) 
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少
年
を
非
行
か
ら
守
る

よ
い
街
よ
い
家
庭

~i 319¥. 

少
年
非
行
の
防
止
は
、
今
や
社
会
的

な
諜
題
と
言
っ
て
も
、
言
い
過
ぎ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

朝
日
町
で
も
昨
年
は
、
日
前
の
小
で
あ

や
し
げ
な
グ
ル
ー
プ
の
少
年
述
が
似
伐

の
ト
骨
つ
に
た
む
ろ
し
ま
し
た
，
配
限
准
一び

は
非
行
の
第

一
少
て
す

ま
た
．

u緋
必
紋
も
日
ぶ
ち
ま
し
た

一
見
し
て
そ
れ
と
わ
か
る
側
広
タ
イ
ヤ
、

市
内
必
し
．
い
ず
れ
も
彼
亨
独
持
の
も

の
で
す
，
術
ぐ
る
み
、
家
鉄
ぐ
る
み
で

な
ん
と
か
似
絶
さ
せ
た
い
も
の
で
す
t

不
良
少
－K
L
H
ι
ら
ま
し
た

服
装
附

係
、
叫
ん
じ
時
間
、
品
川
作
品
．
友
人
関
係

な
ど
を
、
も
ヲ

一
度

f
供
の
行
動
を
雌

認
し
て
く
だ
さ
い

一
打
、
非
行
に
向
か
・
？
初
期
の
段
階

で
、
少
年
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
喫
僚
を

経
験
し
て
い
ま
す
ホ
ケ
r
ト
に
た
ば

こ
が
人
っ
て
い
た
り
、
に
お
い
が
す
る

ひ…・さあ報 ...・広

よ
う
な
と
き
は
、
要
注
意
で
す
。
も
し、

所
訴
の
少
年
が
た
ば
、
』
を
岐
っ
て
い
る

安
を
見
か
け
た
ら
、
ひ
と
戸
か
け
て
ほ

し
い
も
の
で
す
，

こ
の
よ
う
に
非
行
少
年
の
ほ
辺
は
明

え
て
い
ま
す
ι

は
め
る
も
の
は
は
め
、

止
め
さ
せ
る
も
の
は
止
め
さ
せ
る
む

不
妊
は
非
行
防
止
め
川
以
後
の
防
法
段
、

叩
い
う
ち
に
非
行
の
彩
会
摘
み
取
リ
ま

し
ょ
う
d

図
書
館
だ
よ
り

－
朝
日
町
立
中
央
図
・
館
｜

（新
し
い
本
）

胤
の
武
士
上
下

山
が
好
き

間
k
，
r
の
杭
作
ト

附
の
法
括

止
は
止
の
附

段

上

ド

．h色
メ
庁
、ネ

－K
の
．
ル
r．

附
り
の

k

む
け
に
か
か
れ
て
渦
比
で
す

M
M
－mf 

っ
か
こ
う
へ
い

反
則
的
f

亦
川
次
郎

司
馬
遼
太
郎

乍
J

リ
枠
制
法

Tι
’

i
f
－－4
 

け
羽
文
総

日
凶
1

・V－J
－一－v

’・ra

」

V
L
T
J；
f

校
本
山
川
Am

．
山
く
だ
さ
九

迫
桜
川
作

何
日
郎
f

本
党
坊
泣
文

品

u’f
洗
町

家
山
町
の
は
て

い
つ
か
品
川
か
が
役
さ
れ
る

み

の

む

し

山

本

三
鈴

澗
ア
イ
コ
十
六
歳

楓

回

あ

け

み

死
仮
面

慣
溝
正
史

後
鳥
羽
伝
説
殺
人
事
件
内
問
機
夫

前

寧

や

か

な

迷

路

笹

沢

左

保

大

河

の

一

滴

大

成
駒
栄

郵
便
配
達
は
二
度
ベ
ル
を
鳴
ら
す

ル
キ
ノ
、
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ

悪
魔
の
飽

食

綴

村
誠

一

わ
た
し
の
怖

鍬

日

記

城

山

三
郎

凶
則
の
拡

間

川

被

シ
ベ
リ
ヤ
の
般
市

鈴
木
敏
犬

別
肘
結
婚
を
実
行
し
て
み
た
・
り
山
臼げ
え
り
rr

み
ん
な
い
じ
め
っ
子

中

．凶
服
用
忠

虫
の
宇
宙

誌

輿

ぶ

大

三
郎

オ
オ
カ
ミ
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
食
べ
て

川
川
谷
健
次
郎

副私
の
川

町

さ

な

川

柳

小

山

政
－
一郎

現
代
川
訴
の
ふ
．
健
知

A

’N
山
川
川
氏
枕

料
刻
一
教
主
全
M
在

家

嵯

州
制
限
札江

健

中

資

料

叢

書

牒

山

K
M品川
社

経

中

俳

涜

史

和

問

徳

一

長
勺

i
h
．h
ハ
堂
小
勺
と
三
八
家
勺
｜

山
山
地
小
ん
ム

松
川
良
夫

卜帥也－
E
削
減
と
必
い

子
ど
も
た
ち
に

郷
主
の
昔
ぱ
な
し
を

似
た
ら
の
ふ
る
さ
と
の
代
中
川
ゃ
い
M
A

が
、
紙
芝
川
に
な
っ
て
い
る
の
を
御
作

じ
で
す
か
こ
の
紙
芝
川
は
財
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
制
日
町
の
汁
ぱ

な
し
を
収
集
し
、
そ
れ
に
も
と
つ
い
て

制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

凶
書
館
で
は
、
「
ど
も
た
ち
に
郷
土

の
文
化
に
縦
し
ん
で
も
ら
わねう
と
婦
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
紙
芝
居
の
会
を
聞
き
ま
す
。

小
・
中
学
校

卒
業
・
入
学
式

(6) 

．． 
入率

小小 学 中小 業
下’＇／：~＼. 学 生存 式
校校 校校

4
川
6

H
F火

4
川
7
H
－水

3
月
刊
日

3
月
同
日

火金

紙芝居会

:l J 12711 ( f:) 

13 : :JO～14 : 30 

~·i汁d：センター研修室
．朝日目f史緩めぐり
．長谷川じぞう

・しょうぷt、It
·11'~~ ら れた〈ら If
． おぜんお~ L 

1也

－
退
所
式

・
入
所
式

入場IJ.無料です．

保
育
所

必今 治
i'i i'i所
：？？会
J l 1－.式

日時

会由．

ヘ
（
（
｛
｛

i
i｛

j
｛
｛
｛
｛

t
｛
｛
｛

t
i
t
i｛
i
i
t（
｛

j
t
A

一

富
山
県
立
雄
峰
高
校

…

…

通
信
教
育
生
募
集

一

…

県

立

経

阿

佐

で

は

次

の

と
お
リ

専
攻
科
（保
育
科
）
生
徒
募
集

一

v
mω
年
皮
の
向
校
通
い
し
い
教
行
時
仁
を
募
集
し

呼
攻
科
は
、

・日川
校
ぃ小
業
以
上
の

－
般
〉

…
て
い
ま
す
e

伝
子

（勤
労
久
子
、
を
什
象
に
し
て
、
｛

｝

・

』
の
辿
い
い
教
行
で
は
、
働
く
時
間
が
教
主
を
よ
り
深
め
と
く
に
保
行
に
問
）

一
．
小
縦
一
川
な
人
や
、
泊
学
に
．
小
川
悦
な
札
配
線

す
る
叩
川
的
…
警
察
』何
件
し
て

d
吋
一

｝
の
所
に
似
ん
で
い
る
人
．
ま
た
は
身
体
に
必
咲
な
実
力
」
を
つ
け
る
－

E
－か
で

｝

…
の
郎
へH
か
必
く
て

M
H泊
学
で
き
な
い
き
ま
す

…

〉
人
な
ど
が
、
い

つ
子
む

「山
・
分
の
時
間

・
作
業
年
似

2
ヵ

年

｝

…
に
ヘ
H

わ
せ
て
午
、ご

こ
と
が
で
き
ま
す

会

出

入

川

約

制
u
h

～

v

・
学

科

・
ぬ
山
削
川
附

3
川
お
H
－本
｝土砂
で

｝

…

汗

泊

料

－

E
H
術

保

行

ぬ

件

ぶ

し
い
お
問
いん
H

わ
せ
は
、
市
山
川
ニ

｝

・
M
M
山
則
限

hu一
般
的
い
い川
校
『山
山
市
ぶ
一礼
町
l
l
M刊
｝
〉

一

4
け

7
H
（水
）
ま
で

ま
で

γ｛
｛
｛
｛
｛
｛
（
〈
（
〈
（
，
、
（
（
｛
｛
（
｛
（
｛
（
（
（
（
（
｛
（
｛
｛
L



ひ一 切 3I 9寄… 昭初 57~ 3月 108 
．月 初｛毎月 I0自発行｝．

a
m
ψ
明、お
A
g

お
〈
mvmw

昭
和
幻
年
2
月
日
日
現
作
）

お
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こ
や
か
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目

的

指

義

時

以

列

駒

山

品

川

溢

泉

町

山

m
w
u削M
M
m

一

温

泉

町

符

小

銃

二
化
小
伐

山

川

本

町

縦

内

グ

・k
m
h
大
納

丙
下
町
僚
出
正
義
長
男
中
川
和

中

町

物

取

軒

利

存

長

男

悠

本

町

青

木

安

明

以

男

一
也

若

何

十

郎
N

－

水

件

対

二
切
正
典

沼

保

大

村

敦

長

男

山

口

・

米

栄

町

夜

間

上H
削
長
女
足
時

平
柳
l
区

金

山

夜

俊

五

女

子

鶴
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ご案内

政相 談
第 l、3火略目

午前IO時～午後3時

朝日町福祉センター

川上嘉一（包 3-0050) 

相談ごと

ム行

日時

場 所

相談員

日

米

町

佐

総

連
次

．以
山
M

M

川

市

野

嶋

田

宏
司
民
男
尚
之

竹

の

内

江

淵

弘

文

長

男

正

樹

殿

町

大

件

利

一い

一一一
女

鮎

美

化

．

川

上

市

hm行
長
男
桁
也

大
家
小
山
大
久
保
光
政

三
努

勇
武

積

水

加

納

U
川
家
・
K
女
味
詐

泌

尿

布

津
守
削
円
以
女
H

利
絵

ド

肘

小

川

雄

宅

以

女

川

悠

夫

お
し
あ
わ

森出川liをi度 ii立叱士

山 q1泌総辺 j!ltこ

O

岐

点

以

郎

糸
ff! 
'iii 
Hi悶Iu1.:r悶j

0 
·~： 

0 
f岩下｛

A人権法律・登記相談
日時 3} I 16日（必

午後 l時～午後4時

朝日町悩祉センタ一

人倫擁纏委員

上国憲二（宮 2-0127) 

在悶祐芳（宮 2-2164) 

草野三郎（宮 2-1034) 

魚波法務局職員

場所

相談貝

敦 l長•＇ti: 千lj •jJ、禿ム心配ごと相談

時似週火曜日

午前10時～午後3時
朝日町悩祉センター
（宮 3-0576) 

(-h )5.. ;y: 
．、．
． 
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 ．
 

r
’’
 日

事

お

く

や

み

境

水

－

M

．卜

俄

日

倍

以

ド

隊

出

似

点

小

川

納

本

消

木

町

一

近

江

小

本

町

小

山川

叫

町

市

林

山

路

町

川

内
A交通事故巡回相談

①日時第 1・3JI曜日
午前10時～午後3時
製部1fi中央公民館

第 1・3水凶日

午前10時～午後3時

保魚湾総合庁舎内

魚津地方県民相談室

・・1

＆
』

9

・4

回目，

他行

脱

臼

げ

が

日

臼

げ
純
白

細

野

PIT t義

長官7怯北包IiJ.k Iお

l
 
i
 
l
 

j主＇~~はl HI 
場所

②日時

南京
－引
）

佐
之
助
A

州

－

rr太
郎
｛九
－

ひ

さ

『
悦
｝

利

f
－
刊
｝

山
此
糾
・

－

小
夜
前
刊
・d

臥
仏
次
郎
｛打
』

i毛ー や心

作
｛侃
｝

よ
（山間
－

υhH
、phv
’

山

μ
，円
。
‘

松
（mw
－

け
（小川
）

よ
｛山川
）

作
一一日
｝

し後み

場所

愛
犬
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

①
合
鈷

（
毎
年
一
一
間
）

人
伝
射
（
何
年
作
秋
二
凶）

所
務
旭礼、

注
射
出
禁
は
首
絡
に
つ
け
ま

’しょ・
7
0

③
人
に
培
法
‘
を
か
け
な
い
よ
・
ヲ
．
政
し

削
い
は
や
め
ま
し
ょ
・
7

ぬ古川
札U
M
消
マ
ー
ク
＠
は

U
に
つ
き
ゃ
す

い
所
に
は
リ
、
ル
州
間
行
に
知
ら
せ
ま
L

b

・－J
，

向
首
剛

umF術
を
し
主
’
と
れ
八
は
わ
り
と
な

し
く
な
り
ま
す
』
機
．K
さ
ん
に
相
談
し

申
ヂ
し
ょ
・7
，

日
年
度
犬
の
登
録
と
注
射

0
4川
9
日
（金
）

j
o
i
o
o
 

’2
9
4
1
J

’i
n
u
 

パ
U

n
り

’
i

n
u

B
a
q
d
1

2且

n
H

T
A

A
V
｝｝？－

A
U
 

1
4
q
d

’i
n
v
 

O
4
月
比
日
（月
｝

9
・却

1
m・ぬ
農
協
商
保
支
所
前

日
・
∞
ー
は
・

初

H

・九
関
山
崎
支
所
前

0
4川
口
H
｛火
）

、，ハ
U
1
1
3
・s
n
u

《

9
3
1
1
2a

A
U

9
u

ハ
υ
l
’4q
h
U

l
内

J
1
2
A
今

d

O
4
川
M
H（水
）

、ay
n
u
i
v
auτ

n
u

t
－

A
V－
1

－－

n
v
 

O
4
月
同
日
｛月
）

qr
－H
U
l
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d
h
u
 

I

A

M
－

－

1

0

 
立
兄
、
、
，
ト
、
防
虫
川

I
i
i
a
E
E
 

山
崎
保
育
所
前

農
協
笹
川
左
附
前

農
協
山
崎
支
所
前

大
事
山
農
協
的

商
仁
会
的

下
今
江
公
民
館
前

※
日出
以
下
川

九
料
金
は
、
次
の
と
れ
り
で
十

免

λ
s
e
F山
ん
A
叶

T

P

ヘ
l
l
｝

｝
北
］

〆、
es可
j
秘
伝
念
千

・
4

1

1

1

t

u
r

hVLJ

i

T

B

E

、
l

、，J
川
j

・3
1
hM
Z

干

ー
｛

（

（

（
H
r

注
射－
d
出
火
付
千
数
料
1
り
り
川

犬
に
な
れ
た
人
が
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い

生
後
一二
ヵ
川
以
上
の
犬
は

必
す
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
・7

県
民
大
学
移
動
巡
回
講
座

踊場期

リ
ー

H
H
7
・－r〉
11
5
1

4む
f

u川
Z
T
E
d
r
z
t

、41
1
A
t－
－
a
M

”

判

U
小
学
校

（，I
必
・

点
川
大
学
教
淀
川
山
教
ば

淀

川

知
帆
花
氏

家
山
見

・
地
域
什
．会
と
教
山
口

し

り
少
年
の
地
ん
上
山
H
ほ
と

んかし
M
也
教
打
l

師所日

演

題

朝
日
善
意
銀
行

社
会
制
批
の
た
め
に
と
、
次
の
む
々

か
ら
抜
目
立
の
阪
託
が
あ
り
ま
し
れ
J
も

マ
的

水
向
上
心
琳
さ
ん
よ
り

2
f円

マ
山
崎

名
拙
巴
附
利
さ
ん
よ
り
l
千
円

マ

γ柳
．史
出
繁
雌
さ
ん
よ
り
．
u
し
父

一
郎
さ
ん
の
供
貨
の
た
め
、
行
胤
ハ
返

し
の

一
郎

5
h川
を
刷
U
町
身
体
附

山
合
計
協
会
へ
折
活
町
付

マ
『
典
子
は
A
1
」
上
映
協
力
安
川
会
さ

ん
よ
り
l
力
川

マ
役
劫
と
く
名
さ
ん
よ
り
l
、
q
d
A
U
n
u
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q
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y
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内
ノ
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s
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・

R
d小
Y
3
’

？－
s
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P
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タ
‘

3

円

L
s
f
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i~I l有笹
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M
紗
5

5
L
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4
4
s
f
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p
b
ι
y
－〉

？
z
f
t
、

①
越
沢
し
の
ぶ

②
波
辺
志
保

②
小
林
瑞
穂

O
中
学
校
の
部

（男
子

一
部
）

①
広
図
和
他

②
菊
池
正
徳

③
古
口
江
勝
広

（男
子
二
部
）

①
一
段
弁
高
栄

②
安
達
和
昭

③

山

本

紙

（
女
チ
）

①
大
廿
あ
ゆ
み
泊

my川
端
明
子

治

mw合
口

桃

子

泊

：
’
一句
鱒
叩
A

角

白
島

i
V！！’
a
 

J
 

f
仇
V
l
－
－

九
品
川

A

・・
戸a岨
『

ae－
 

h
sm
 

南境泊
保

q
d
A
Y
勺，

q
〆－

s

，．
R
Y
Y－〉

q
L
s
f
z
、

FD
小
y
’
3

q
L
s
f
e
、

泊泊泊

犯
紗
2

nviy
sー

の
4
6
f
1J

n
u
h

夕、J

内

J
g＋，
t

－－
a
 
，，
 
．．
 ．
 
、，．、．，，
l
l
 

J

’’
 

、1
1

1
1
 

r
j
 守

’
小
夕
、
，

内
／
－

sbz

，t

l
ι
r
3
 

q
J
s
f
a
R
 

2
・
少
）

今

J
s
f
，t

勺，
小
y
n
u

内

4
4

・

7
小
y
－〉

？
Z
T
t
、

7
少
・〉

？”
s
f
g
、
！
 

。
一
般
男
子

（成
年
男
チ
A
一
部
）

①
刷
畑
地
英
明

南

保

鈎

秒

0

①
行
井
山
人
五
開
花
却
秒
0

③
水
野
政
行

山

崎

却

紗

4

（成
年

m
f8
一
部
）

①

清

水

満

泊

三
区
お
秒

o

m幕
前

保

夫

泊

三

区

お
秒
1

③
山
本

茂

山

崎

お
秒
3

（成
年
男
子
C
一部）

①
広
図
隆
夫
五
箇
庄
犯
秒

9

②

松

下

降

明

南

保

却

秒

9

9腺
・刑
務
弘

大

家

店

出

紗

5

（成
年
男
子
D
一
部
）

①
加
議
久

一

山

崎

泊

紗

0

②

能

沢

道

夫

大

事

M
m秒
5

③
悔
沢
M
W
夫

大

家

庄

ぬ

秒
6

（成
年
男
子
A
二
部
）

①

殿

村

誠

司

南

保

ね

秒

7

9
勝
一
川
秀
雌
泊

一
区
M
紗
l

③
緑
井

忠

典

大

家

山

お

紗
5

｛成
年
男
子
B
二
部
）

①
七
沢
純

一

山
崎

A
W
AW
口

京

次

南

保

③
竹

内

殺

初

終

川

（成
年
努
子
C
二
部
）

①
勝
凶

正

笹

川

②

松

原

俊

一

南

保

③
深

松

ぷ

笹

川

（

k
f） 
φ
仏
川
ん
外
子

②
れ品
位げ弘
子

③
長
崎
M
H
f

A
崎町小
Y
4
’

ワ
us
f
d

p
D小

yo

nru
s
－－ 
5
小

y
i

つ’－
s
f
t

E
J
小
Y
内

J

9
－sf
 

p
b小
y
‘〉

つ－
s
f
，t

。。ιy
s
t

。rwa
b－－1
4

・－L古
川
hト
h
n
3
4
Y
1
J

i
，p
u
r
l’

？”
t
q・，t

市

保

持

紗

8

南
保
l
分
日
紗
5

郡
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

第

m
M郎
氏
体
行
大
会
ス
キ
｜
競
伎

会
が
、
よ
る
、

2
月
同
日
下
奈
川片山岡山以

ス
キ
｜
州場
に
お
い
て
谷
町
か
・
句
選
抜
さ

れ
た

ω名
門
事

rに
よ
っ
て
伎
を
悦
い

あ
い
ま
し
た
‘

（結
果
は
朝
日
町
出
場
者
の
み
）

O
中
学
生
の
部

（男
子

一
部
）

③

塩

和

徳

泊

中

位

秒

特

（女
子
の
部
）

②
竹
内
由
記

f
泊
中
日
紗
刊

9
2稚
子

泊

中

l
分
2

認

。

一
般
の
郵

（成
年
男
子

一
部
）

①

清

水

満

③

山

本

茂

（壮
年
男
子

一
部）

①
能
沢
道
夫

③
深
松
博
行

（壮
年
男
子
二
部
）

①
能
沢
臼
夫

（女

f
の
部
）

①
太
浜
佳
代
f

③
仏
閲
容
f

q
J
ι
y
’i
 

Aaτsb1
n6
 

4
小

Y
2

泊。sb
v

弓，

勺，

ι
y

司’

A

－z＋《
U
J

A
噌

ι
y
t
U

R
U
Sふ
1
A
q

6
L
P
2
 

a
q
s
fハb

qLι
タ
勺
，

amTgbv
，
』

F
O小
y
q
u

F
D
A
－’
a
 

第
お
凶
川町民
体
行
大
会
ス
キ
｜
般
技

会
が
2
月
お
日
か
・
句
幻
日
ま
で
、
山
子
夜

月川畑
山
ポ
ス
キ
l
場
歩
午
心
に
附
似
さ
れ

ま
し
た
。（朝
日
町
出
場
選
手
結
来
の
み
）

。
大
回
転

マ
成
年
男
子
A

②

板
直
腸
し
り
川
知
H

マ
同

C

＠V
出
回
時
夫

マ
同

D

②
加
必
久
一

a
t
、f，、，dι
y
p
h
V

1
J
J
J
，4
5か
1
A
U

、f
l
y
《ヨ

l

’J4
6
T
3
 

ー
ト
，i
歩
6

｛

1
4
：‘
k
v
q
J
 

qxunu寸

①
髭
沢
道
夫

。
距

離
マ
成
年
男
子
B
（
5
K
）

②
小
沢
孝

宏

泣

分

4
秒
祁

－
分
5
秒
的

(8) 

第
初
回
朝
日
町
民
ス
キ
l
大
会
が
2

月
7
日
小
勺
の
ら
ら
つ
く
一二
峰
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
総
勢
捌
名
の
参
加
者
チ
桑

め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
大
会
に
あ
わ
せ
小

・
中
M
F絞

の
記
録
会
も
実
施
さ
れ
、
色
と
リ
ど
リ

の
ウ
ェ
ア
に
、
に

g
や
か
な
喚
声
が
と

び
か
っ
て
い
ま
し
た
。

〈成
績
〉

O
小
学
校
の
部

（

5
年
男
f
）

ω水
品
目
惚
山
川
崎

＠

レ〈ム添

削W

ぶ
間
保

mwAH
克

心

的

（

5
年
女

f）

①
西
岡
市
一
英

＠
喜
美
知H代

mw介
優
チ

（

6
年
男

f）

①
折
谷
凶
．h
hハ

②
山
畑
地
義
的

③
以

措
ニ

（6
年
女
子
）

第5回夜間バドミントン大会議

。男子

ω①小縦士口宏・揃総一組
②績山三明・花木山・郁子組

問①中川稔夫・水品存雄組

②柚木駒夫・大井和十三組

ω①水野義則・ι栄哲男組
②魚住口升・魚住芳明組

問①安間以－U洲来一組

②・水井孫陪・篠凶邦夫組

。女子

ω①本HM英派チ・大野理忠子組
②絞下俊子・笹川則子組

問①高松美佐子・高山耐久チ組

②大久保照子・吉田陽チ組

ω①消水きよ子・鍛治京子組
②谷口紀美チ・長崎別nf組
問①向山令チ・絵図肌wf組
②市林附光子・山凶和歌f組

~ JOめ ま年毎 月スて

で絞の 4ポ
せ の 一 月 l

加も1ど伺すで0 3 ~ 主t全・主Iv
さ h Fl Iめへ

へ 人いも 31 Ii ．グ
て， 。 目、 』こ
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康

3月の

健

爪

健

康

と

若
い
健
康
な
人
の
爪
は
美
し
い
ピ
ン

ク
色
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
爪
の
下
の
血
液
の
機
子
を
示

し
て
い
る
の
で
、
も
し
貧
血
が
あ
れ
ば

爪
は
白
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
し
、
怯
W
脈
の

流
れ
が
悪
く
な
る
と
背
味
を
幣
び
て
き

ま
す
。

ま
た
、
必
血
球
が
非
常
に
多
く
な
る

病
気
で
は
爪
の
赤
さ
が
漉
く
な
リ
、

一

般
化
炭
素
中
毒
で
は
サ
ク
ラ
ン
ポ
色
に

な
る
な
ど
、
瓜
の
色
は
胤
液
の
状
態
を

よ
く
反
映
す
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

内
臓
の
病
気
と

関
係
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

皮
膚
は
内
臓
の
鏡
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

爪
は
皮
膚
の
ひ
と
つ
で
す
か
ら
、
皮

膚
と
閉
じ
よ
ヲ
に
内
臓
の
状
況
を
映
し

出
す
こ
と
も
あ
ワ
ま
す
。

もに 比 の は の 談れあ
らは大らで、伊l形ましたりし
い、人れす爪えのたまらまか
ま貧でるが会ぱ変、し白子し
し雌すこ、体スわ内ょ己め
のべと鉄かプる 被 う判jで爪
う有てが欠爪｜この 。断、打
。 無 のあ之~ンと抑 E爪ほ
に爪リ性先状も A なに
つがま 貧端 のあと し、恋病
いくす；血が爪リ開 で花討
てぽ v のくと草系 医がの
調む とぽいすし 師あと
べと さ むう て にら き
てき にもの If¥ 相わも

「正常」の率が徐々に伸びており，「境界
域高血圧」から「正常」になった人が増
えていることが推察されます。

年齢階級別（男女別）でも， 55年と比べてほ
とんどの年代で「正常」が増えている。
40歳代女で少し減少したが，その分
「境界域高血圧」が増えています。

男性の「高血圧」はすべての年代で女性よ
りも多い。

特に40歳代，50歳代男の「高血圧」
55年と比べて大きく増えています。

爪
は
ふ
だ
ん
か
ら
手
入
れ
を

爪
は
、
あ
る
程
度
健
康
状
態
を
知
ら

せ
て
く
れ
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
手
入
れ
を
し
て
爪
を
大

事
に
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。

ー
、
こ
ま
め
に
爪
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

2
、
爪
の
あ
ま
皮
を
と
り
す
ぎ
る
と
爪

が
変
形
し
ま
す
。

マ
ニ
キ
ュ
ア
を

す
る
と
き
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

昭和 56年

里）（血圧濁

が、

全体では，r正常」が年々増え，r境界域高血
圧」， r高血圧Jは減少している。

l回の検診だけの結果ではあるが……

年齢階級・性別結果 （パーセント）
正常

2. 

84 7(84 4) 29愈以下男

7 8 
(10 4) 79 7(71 I) 

58 0(54 6) 

30～39. 

40～49. 

電施界量慮
高血圧

23 5 

21 2 

性別結果 （パーセント）

正常

59 4 54年全体

63 0 55~手

2 7 
(6 o. 
I 4 
0 6 
8 4 
10 I 

J 6 
(3 7l 

SO I (46 5) 

44 7 (39 3) 60～64. 

29.以下女 95 9(93 4) 

50～59. 

19 0 

25 2・

24 2 

65 7 56年

53 I 54~手男

55 4 55~手

30～39. 
20 6 

88 0(86 2) 

68 9(69 4) 40～49. 

54 3(49 8) 

46 5(42 4) 

22 8 

50～59. 

60～64 •. 

20 I 

59 4 56~手

61 8 54~手女

65 9 

68 0 

55~1 

56年

(9) 
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lみんなの保健｜ 4月の事業案内

対象地区

「よい子に1写てるた
めに」母子手帳持参

書5｛桁生易b . 
.L; l

 
，， at
 
｜
 

H (IIぷ）

2'.{@ 

対象 ・fi

H: 11-,tl 区

II 
母イ手帳持参

検伐料 2,000円

・也‘．， 

II 
HI 病院
税形外科

／＿、
←． 保健センター

＠
 

E
J
 

川
町
川
町
一

一
則

一
昨

一

22@ 

母r手帳持参II 保健センター！＇二後
l :oり～ 2:30

健

午1iii
9 :30～l 1 :30 

6R 

20 R 

何

人）

者i 吋（

（的！
l豆山

巴
a
，s
 

三そ保他センター健康体操教室

f.lj－（－手帳持参

付f千帳持参

I克．）：（附. ＇.笹川
HI, /.1.mil.i：，陶｛米

両i ｛~. 山崎
大家Ji:. ft筒ぜ．
I立.H附. jll; II I 
i(I, .Ii.筒1-t.i刻｛以
iii ｛札 LlI 附
大家Ji:.J1：向山

保健センター
t'.i),i午後7 心防1
,._,, 1 1 : :io～ 3:00 

政業センター

保健センター

S5.4 ~ 

「9匂
手重

G c 8 午後
I :30～ 3 :oo 

定即ll:l以外でも保健
婦．栄養士が.~f. イl： し
ているときはねIJ炎を
受けます。

レ〈：・也．，J
 

r、ー． 

従来：センター

．一ーーーし一一一一一

保健センター

9 R1 
--・ I 1・後
16 （争｜
-I 1 :oo～：｛ :oo 

'2.7 (J.Y 

:fl.i'JJ 9~ 

以 l、

！州j
l{¥c: 。4

穆

母子健康相談

一般健康相談

緩防

定
期
健
康
相
談

II巴i1:1',1.fJ,lf Iぷ・11＇呼
I 1:':j lfll. Jf：れ.':'{ i楽相栄養

－
震
の
献
血
・

境
地
区

宮
崎
地
区

美
紀
「

笹
川
地
区

誠

一

協
力
者
名

1
1
月
実
施
分
l

水
川
n十
苗

ル
小
川
俊
雄
、
本
れ
川
行
総

t 

f
pト
ホ
品

R
a
H
、

’’
ι
’1d芳
ー
も

er

竹
H
L
MJ
路
上
ム

d
i
l
l
 勝
111 

泊
一
区

辺
一
礼
勝
、
川
波
正
心
、
大
防
’
倣
、
’
川

前
減
、
隙
υ山
正
義
、
近
江
和
夫
、
松
本
久
栄

泊
二
区

本
川
尚
美
、
九
州
…
休
久
ぃ
午
、
本
川
内
ハ

づ
川
村
正
人
、
制
訓
年
川
、
池
川
哨
、

前
光
行
、
大
久
保
山
中
央
f

泊
三
区

中
村
義

一
、以
行
附

f
、
山
川－
M
．h
、

・
0

一
日
文
「
、
成
川
純

f
、
川
仏
兵
，
ト
、
松
川

μ
いけ
、川
山
川
、
大
村
山

一
、
．十
川
江
成
、

．十
府
h
ヘH
J
l
、
子
山
長
杭
f
、山
J
M山
夫

f

五
箇
庄
地
区

弔
野
弘
、
行

7
・1l
、吊
一
軒
久

f
向
け
凡
忠

ぺ

一仇川
川一川
、ししい
町
内
、
ハ
介

l
a

－－J
i
，、、、
l
l

．－．、
I
！；、

－
〉
t
h

u

h
－

f
け
い
｝

宮
間
保
地
区

一八日
日
知
江
、
行
け
紘

一

おやすみトリムで

あしだの活力を／

時

!r.後
I :oO～＇.｛ :oo 

午前
9:00～10:00 

22 R行竺ケ一一一一
ニ1・H1J
w:oυ～l i:oo 

事業

｜母親学級

母｜3ヵ月兜鍵診
子卜一一 一一一一！57年 1JI 'I: 
！股関節脱
｜臼検査
f呆！勘－－ー ーーーー
乳児健診

3歳児健診

成
人

芸l
室 ｜

結 iツベルクリン
核 ｜接

予｜

oi
l
 

－

－
 

磁る的lこ.),jσJ re住宅f踏んてもらっ疋
り．筒巾そそ押しf司？，らうのも．彩れをとり．守

：々、自民で宅．明ト10J5ゑ3託手？？治ウとめにもよい I 
・t/l）てひ。 . 

場〆：ろに~·（.,ti;{ !. '. llろは．討議も終答でのひ I 
(.I)ひしr：気何｜ご.1Jn::,a同．その気i奇守系E • 
1.: ルl}tqるif!JJさ号そしぐみましょう。

知

H
f、
川
上
誠

一
、
小
村
和
彦

山
崎
地
区

牧
山
附
英
、
．K
市
ド
川
、

小
以
比
川
、
仁
川
ぷ
町
内
、
民
派
え
み

f
、
山
崎
浜
樹
、
リ
ド
仏
栄
哲
男
、

仙
u
h

－－－
・’LE
，

L
ド
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4月の休日救急診療当番医
4日（臼） 他 意医 院 告 2-0051

竹臼（臼） 丸川病院 ft 3・3391
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ー一一一
25日（臼） 伊東医院 ft 3-0504 
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2月の町内交通事故
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